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より良い教育環境をめざして
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　設計コンセプト　長寿命化と効率的な施設配置

大和田・坂田小学校統合施設整備事業

周西の丘小学校　新校舎完成
（８）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　９月１日　（月曜日）
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　君津市では、少子化による児童生徒数の減少や学校の小規模化が進行する
中、（平成）年度より、活力ある魅力的な学校づくりを目指し、学校
再編を行ってまいりました。令和元年度には市街地の学校を対象に、学校再
編第２次実施プログラムを策定し、隣接する君津市立大和田小学校と君津市
立坂田小学校を統合することを決定いたしました。
　（令和４）年度には、校名を一新し、君津市立周西の丘（すさいのお
か）小学校が誕生し、旧大和田小学校にて教育活動を行ってまいりましたが、
このたび、旧坂田小学校の跡地を利用して整備した新校舎が、完成の運びと
なりました。
　整備にあたっては、既存のプール等を解体し、屋内運動場の改築及び既存
校舎の改修、特別教室棟の新築を行いました。文部科学省から示されている、
学校施設整備指針を基に、現在の教育活動に沿った整備をするなかで、本市
では三つの特徴を持った整備を行いました。
　一つ目は、特別教室棟に放課後児童クラブ、多目的室を設置し、屋内運動
場と一体的に整備しました。これにより、災害時の避難場所や放課後児童ク
ラブ、キャリア教育・小中高連携授業など地域社会と繋がることができる施
設となりました。さらに屋内運動場は地域の避難所になることから、防災備
畜倉庫や停電時の対応として非常用発電設備を設置し、有事の際に活用でき
るようにしました。
　二つ目は、少人数教室と隣接した学校図書館（情報センター）を整備しま
した。これにより、読書や情報取集の中心となり、グループ学習や少人数学
習など多様な学習が可能な空間となりました。
　三つ目は、エレベーターを設置し、上下階移動のバリアフリー化を図り要
配慮児童等も安心して学校生活を送れるようになっております。
　（令和７）年９月３日、周西の丘小学校はリニューアルした施設で、
再スタートします。子どもたちには新しい校舎で、仲間とともに充実した学
校生活をおくってほしいと願います。地域の皆さまにおかれましては、周西
の丘小学校の統合・整備にあたり、ご理解・ご協力をいただき誠にありがと
うございました。
　これからも今までと同様に新たな周西の丘小学校を愛していただき、一層
のご協力をいただければと存じます。また工事関係者の皆さまにおかれまし
ては、整備にあたり、多大なるご尽力をいただいたことに感謝申し上げます。
　結びとなりますが、今後も子どもたちのことを第一に考え、子どもたちが
年後年後に君津で学んで良かったと言える魅力ある学校づくりを進めて
まいりたいと決意し、挨拶といたします。

図書室 教室 理科室

■工　事　名　称：大和田・坂田小学校統合施設整備工事
■発　注　者：君津市
■設計・監理：株式会社榎本建築設計事務所
■施　工　者：建築工事株式会社新昭和、電気設備工事キミ

デン工業株式会社、給排水衛生設備・空気調和設
備工事株式会社協同建設

■建　設　地：千葉県君津市坂田

■敷　地　面　積：，㎡
■建　物　規　模：管理普通教室棟ＲＣ造４階建て延べ，．

㎡、特別教室棟ＲＣ造３階建て延べ，．㎡、
増築棟ＲＣ造２階建て（うちＥＬＶ・階段棟に
ついては４階建て）延べ，．㎡、屋内運動場
ＲＣ造一部Ｓ造２階建て延べ，．㎡

■工　　　期：年月～年８月

※空撮写真撮影・株式会社エスエス

前列右からキミデン工業の橋氏、新昭和の根本所長、
協同建設の衛藤氏。後列右から新昭和の山本主任、協同
建設の河端氏
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　大和田・坂田の２小学校の統合に伴い、統合校として坂田小学校を使用す
ることが、君津市の整備方針として示されていた。既存の施設は建築後年
近く経過して老朽化が進んでおり、敷地をとりまく環境や教育環境も建設当
時とは大きく変化し、現状のまま施設を使い続けることは難しいとの判断か
ら施設全体を再整備することとなった。
既存施設の有効活用と効率的な施設配置
　既存施設は現況調査の結果を踏まえ、統合後に必要となる教室数の確保や
教室の再配置を行い、より良い学習環境の確保と施設の有効活用を図るため
に劣化した躯体や仕上げの改修、設備機器の更新など長寿命化を視野に入れ
た大規模な改修工事を実施した。
　同時に既存校舎棟、増築校舎棟、改築した屋内運動場及び新たに併設した
放課後児童クラブを一体的に整備することで、効率的な移動と管理運営しや
すい施設構成とした。
　新たな学習環境の創出と地域の安心・安全を確保
　施設全体の中心となる増築校舎には情報センター（図書・ＰＣ）、少人数
教室などを配置することで自発的な学習や総合的な学習環境の充実を図ると
同時に、２教室分ある多目的室は学年集会や近接する中学、高校との連携授
業にも活用できる共用スペースとなっている。
　また、屋内運動場は学校開放と同時に災害時には放課後児童クラブ、多目
的室も含めた避難場所としての機能を整備し、安心・安全の確保と地域の活
動拠点となることを目指した。
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